
このチフスの流行の背景は全てを物語っている。ドイツとロシアに進出したナポレオンは、モスクワか

ら悲惨な退却をした。1813年の8月までには、新たな軍と共にサクソニーを後にした。ドレスデンで連

合軍を破り、北西に進軍し、ライプチヒでサクソニー王の同盟軍と市外で野営した。10月18日にナポレ

オンはカール・シュワルゼンバーグ皇太子の率いる連合軍と激しい戦いをした。翌日、ナポレオンのサ

クソン軍が反撃したが、破れてドイツ退却を余儀なくされ、二度と戻ることはなかった。 

ライプチヒはフランス軍への勝利を祝ったが、街には負傷者があふれていた。ハーネマンは負傷者と

市内に広がる伝染病患者の治療にあたっていた。チフスがライプチヒを襲った時、ハーネマンは180人

を治療し、亡くなったのは2人だけだった（1％

以下）。アロパシーによる死亡率は30％以上で

あった。注目すべきは、現代においてもこの病

気の抗生物質による早期治療で下がる死亡率

はおよそ1％までである。治療をしなかった場

合、腸チフスは3週間から1ヵ月続き、10％から

30％の確率で死亡する。 
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1813年　ライプツィヒにおける発疹チフスの死亡率

パートI：治療

ホメオパシーは、歴史上、伝染病と流行病の治療に対して広く使われてきた唯一の補完医学であり、

多くの国々で信頼できる記録が残されている。パートIは、さまざまな伝染病と流行病の発生時におけ

るホメオパシー療法の効果を示す記録の概要である。パートIIでは予防について検証する。

1813年のチフスの流行

「ジェイニー・ゴダードはまずはホメオパス、その後はサイコアナリスト／ヒプノアナリストとして経験を積んだ。現在、

The Complementary Medical Association（補完医療協会）の理事長、数多くの著書の著者及び放送キャスター。一般の

人々に認定基準に沿った、プロフェショナルなＣＡＭ(相補代替医療)を提供するミッションをもつ。ホメオパシーが一般

の人々に認められ、簡単に受けられる治療法になることを願う。最近の発行物には、 Complementary and Alternative 

Health: The Scientific Verdict on What Really Works及びThe Survivors Guide to Bird Flu: The Complementary 

Medical Approachがある。彼女はNational Occupational Standards for Homeopathy（ホメオパシーに対する国家職業

基準）を当初発行した機関のメンバーだった。またCORH（Council of Organisations Registerung Homeopaths英国全

ホメオパス統合協会)の設立者の一人である」
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 天然痘の統計

ボストン
(1870 年 ,1871年 ,1872 年 )

ニューヨーク
(1870 年 ,1871年 )

フィラデルフィア
(1872 年 )

ニューアーク
(1872 年、1873 年 )

ブルックリン
(1872 年、1873 年 )

総平均

アロパシーの
平均的死亡数

1735

1576

1903

2046

2280

1908

ホメオパシーの
平均的死亡数

885

848

1287

1124

1028

1034



 

必須である。「スペイン風邪」と名づけられたのは、スペインからしか情報が得られなかったか

らである。 

スペイン風邪は鳥の風邪の一種で、主に極東で見られるものと似ている。面白いことに、最近メ

ディアでは鳥インフルエンザについてあまり聞かない。しかしウイルスはいまだに人々を殺し、

WHO では人類の大きな脅威と考えている。さらに感染力は強くなり、現在このウイルスにかかっ

た人の死亡率は 80％と言われている。 

 

1918 年 ホメオパシーと鳥インフルエンザ 

スペイン風邪に対するホメオパシーの効力を証明する最も説得力のある歴史的なレポートは、

1921 年「米国ホメオパシー協会ジャーナル（The Journal of the American Institute for 

Homoeopathy）」に掲載された。この長いレポートは、多くの信頼できる情報源と当時の優れた

医師達の貢献によって証明されている。その中の一人、オハイオ州デイトンの T.A.マッカーン

によると 24,000 件の風邪の症例において、アロパシーでの死亡率が 28.2％だったのに対し、ホ

メオパシーの 26,000 人のグループはわずかに 1.1％だった。 

1920 年、W.A.デュウェイ医師は「米国ホメオパシー協会ジャーナル」に「インフルエンザにお

けるホメオパシー50 の調和的合唱」という題で、1918 年のスペイン風邪でホメオパシーが成功

を収めたことを記した。 

デュウェイは米国各地のホメオパシー医師らに手紙を書き、次のような返答を受け取った。 

フィラデルフィアの W.A.ペアソン博士は 26,795 件の、ホメオパシーで治療を受けたインフルエ

ンザの症例を集めたところ、死亡率は 1.1％だった。これに対し、平均的な通常の医学での死亡

率は 30％であった。コネチカット州の 30 名の医師らも私のデータ収集に協力してくれた。6,602

件のうち、55 人が死亡し、1％以下の割合だった。 

 

H.A.ロバーツは当時軍隊輸送船の医師だった。彼は 2つの事実をデュウェイに送った。輸送中に

81 件をみたが、全員が回復し、上陸できた。全ての患者がホメオパシー治療を受けた。他の船

では 31 人が亡くなった。 

ロバーツ氏のもう 1つの報告書より： 

他の船は、私の乗っていた船にぴったり横付けしてきた。それは予備の棺を手に入れるためにで

ある。他の船の死亡率はとても高かった。ロバーツ氏が港に戻ってきた時、司令官がロバーツに

尋ねた。「棺を全部使ったのか？」。船員をホメオパシーで治療していたロバーツ氏は答えた。「は

い、全部使いました。死者は一人も出ませんでしたが。」 

 

その他の報告： 

8,000人の労働者がいる工場で死亡者は1人だけであった。患者達は薬で死に至ることはなかった。Gels.

しか使わず、アスピリンやワクチンは使わなかった。(フランクリン・ウィーランド、医学博士、シカゴ） 
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私はインフルエンザの患者を一人も死なせなかった。肺炎による死亡率は 2.1％だった。アスピ

リンとキニーネを含むサリチル酸は旧医学(従来の薬)の唯一の御用達だが、聞くところによると

肺炎の 60％が亡くなるということだ (ダドレイ・A・ウィリアムズ、医学博士、ロードアイラン

ド州プロビデンス) 。 

 

ワシントンDCホメオパシー医学協会によると、1500件のうち15人の死亡が報告された。国立ホメオパシ

ー病院での回復率は100％である。（E.F.サッピントン、医学博士、フィラデルフィア） 

 

私は 1000 件のインフルエンザの症例を扱った。私は記録をとってあり、一人も死なせていない。

ホメオパシーに全幅の信頼を捧げてください。スコットランドやアイルランドからの移民アメリ

カ人にではなくて。(T.A.マッカーン、医学博士、オハイオ州デイトン) 

 

多くの患者を亡くしたピッツバーグの病院の医者が、看護士に自分よりもっとよい方法を知って

いるかと尋ねた。「ええ、先生。アスピリンをやめてホメオパシー薬局へ行ってレメディーを買

ってくることです。」「しかし、あれは、ホメオパシーではないか？」「そうです。でも私が看護

したホメオパシーの先生は一人も死なせませんでしたよ。」 

（W.F.エドムンドソン、医学博士、ピッツバーグ） 

 

インフルエンザ自体より、直接的または間接的に死亡の原因になった薬がある。よく知られた薬

だ。サリチル酸にはアスピリンの歴史が刻まれている。今日、サリチル酸の鎮静作用については

知られていない。有害な点は 2つある。間接的な作用としては、アスピリンは衰弱を促し、肺炎

を引き起こす。（フランク・L・ニュートン、医学博士、マサチューセッツ州サマーヴィル） 

 

アスピリンとその他のコールタール製品は、不要な死の原因として追及されるべきである。どこ

にでもあるアスピリンは最も有害なドラッグである。痛みを素早く抑えることで欺いているまや

かしである。いくつかの症例において、アロパシーが心臓を弱め、バイタルフォースを押さえつ

け、軽い症例でも死亡率を上げ、回復を遅らせる。全ての症例で症状を隠し、治療可能なレメデ

ィーの選択を困難にした。おそらくアスピリンは、どの病気にも関係のない治療薬であり、禁止

するべきである。（ガイ・ベックリー・スターンズ、医学博士、ニューヨーク） 

 

350 件中、1人が死亡したが、それは私のところに来る前の 24 時間に 100 粒もアスピリンをとっ

た女性だった。(コーラ・スミス・キング、医学博士、ワシントン DC) 

 

私は 1000 錠のアスピリンの箱をもらったが 994 個は不要だった。6 個ぐらい与えたと思う。他

に代わりがなく、レメディーも少ししか残っていなかった。私はいつも Gels.と Bry.を与えた。
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英国認定ホメオパス連合（ＡＲＨ）学術誌“Hommeopasthy in practice spring 2009"より和訳
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